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正角材落としこみ壁構法による休憩施設の試作 
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１ 研究のねらい 
これまでに住宅建築用の耐力壁材に地域材を

大量に利用する落とし込み壁構法を開発してき

たが、今回その開発した構法（スギ製材品を積み

上げた壁を通し材により緊結し、さらに壁材を、

柱に留めつけた受け材にである材に落とし込む

壁構法）により休憩施設を試作する。 
２ 試験体と研究方法 

間伐材利用休憩施設（東屋）の建築規模を床面

積 9.93m3 （2.73m×3.64m）とした。軸組み

部材の土台、柱材にはスギ 105×105mm、梁材に

はアカマツ 105×180mm の製材品を使用した。

木材の使用量は 4.351 m3 である。 
壁体の製作方法は、スギの壁部材間にクリ 58×
30mm の通し材（込み栓）を 1 列通して一体化し、

壁材の両端を凹型に実决（さねじゃく）り加工後、

柱材に木ネジ（90mm）で留め付けた 58×30mm
の受け材に壁材を落とし込んで板壁とした。柱と

土台、柱と梁には金具を用いて緊結した。 
３ 結果の概要 

（１）加工済み部材を準備した後において、センタ

－職員３名のみの組み立て作業により東屋は

２日間で完成した。地域の技術を活用しての間

伐材利用方法として普及性は高いものと考え

られた。 
（２） 本工法は、スギ材をそのまま壁の仕上げ面

とするため、従来の工法に比較して、木質感に

溢れた壁材に仕上がっており、工程的にはシン

プルな壁体を構成することができる特徴があ

る。 
４ 成果と今後の進め方 
本構法は、特殊な加工機械を必要とせず容易に

部材の加工が可能である。施工においても、セン

タ－職員のみの組み立て作業により２日間で完

成したことからわかるように、極めて簡易な構法

である。このためキット化して普及することも可

能と考えられる。産直品販売施設が、実際に山形

村戸呂町に建設された実績があり、今後、バス停、

ゴミ集積所、産直販売施設、バンガロ－などの農

林水産業用施設等の木材利用施設の簡易な建物

への普及が期待できる。 
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